
流

行

語

木

野

工

流

行
語

、

つ
ま
り

ハ
ヤ
リ

コ
ト
バ
と
い
う

の
は
時

代

を
微
妙

に
反
映
し
て
い
て
、
ま
こ
と
に
面
白

い
。

ど
う
い
う
機
縁

で
、

そ
の

コ
ト
バ
が
生

み
出
さ
れ

独
特

の
雰

惆
気

と
情
感

を
表

現
し
、
ど

ん
な
時

に
、

ど

の
よ
う

に
使
わ
れ
て

ハ
ヤ
リ

コ
ト
バ
と
し
て

の
機

能

を
発
揮

し
て
い
た
か
は
、
僅

か
数
年
、
近
頃

の
よ

う

に

コ
ト
バ

の

ハ
ヤ
リ
ス
タ
リ
も
、
テ

レ
ビ

の
流
行

物
な

み

に
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

る
と
、

三
月

か
、

せ

い
ぜ

い
半
年

も
す
る
と
、

さ

っ
ぱ

り
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
、
意
味

さ
え
通

じ
な
く

な
る
も

の
も
多

い
。

昭

和
四
十
八
年
末
現
在

、
私

の
周
辺

で
は
、

T
V

の
研
ナ
オ

コ
、
愛

川
欽

也
が
組

ん
で
い
る
カ
メ
ラ
C

M
が
大
流
行
で
(
こ
の
C
M
は
秀
作

で
あ
る
)
『
に
凝

つ

て
る
。
し
か
や
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
や
ら
な

い
』

と
、
大

い
に
活
用
し
て

い
る
。

こ
ん
な

具

合

で

あ

る
。
「
原
稿
あ
が

っ
た
か
」

「
短

い
の
、
も
う

一
本

で
す
む
」

「
パ

イ

一
、

や
る
か
」

誘
わ
れ

た
若

い
記
者

は
デ

ー
ト
の
約
束
が

あ
る
。

体

よ
く
断

る
の
に
、

か

つ
て
は
苦
労

し
た
。
今

は
、

「
僕

は
近
頃

ヤ
キ
ト
リ
に
凝

っ
て
い
る
」

「
そ
れ

じ

ゃ
、
新
橋

へ
行
く

か
」

「
た
だ

し
、
特
級

し
か
飲

ま
な

い
。
だ

か
ら
、
君
と

は
つ
き
合
え
な

い
」

研

ナ
オ

コ
の
大

口
あ
け

て
ゲ

タ
ゲ

タ
と
笑
う
表
情

と
、

キ
ソ
キ
ソ
の

『
美
人

し
か
撮
ら
な

い
。
だ

か
ら

シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
さ
な

い
』
と

い
う

C
M
を
知
ら
な

い
人

に
は
全
く
通

じ
な

い
。
そ
れ

で
も
、

こ
の
や
り

と

り
は
流
行

し
て
い
る
。

い
か
に
あ

の
C
M
を
多
く

の
人
が
興
味
を
持

っ
て
見

て
い
る
か
と

い
う
証
拠

で

あ

る
。
し
か
し
、
現
代

の

ハ
ヤ
リ

コ
ト
バ
は
、
男

と
女

、

子
供

と
大
入
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ソ
と
家

庭
人
、
中
央

と

地
方

の
差

こ
そ
少

な
く
な

っ
た
が
、
極

め
て
局
部
的

だ
。
そ
れ
も

コ
ト
バ
過
剰

の
現
代
的
特
色

の

一
つ
で

あ
る
。
ハ
ヤ
リ

コ
ト
バ

に
興
味
を
持

っ
た

の
は
、
妙
な
機

会

に
明
治
以
来

の

『
流
行
歌
i

ハ
ヤ
リ
ウ
タ
と
読

ん
で
戴
き

た
い
。
リ

ュ
ウ

コ
ウ
カ
と
読

み
出
し
た

の

は
昭
和
も
十
年
近
く
な

っ
て
か
ら

の
よ

う

で

あ

る

ー
』

に
つ
い
て
書
く
必
要
が
生
じ
、
そ

の
つ
い
で
に

流
行
語
も
追

っ
て
み
た
だ
け

の
こ
と

で
、
文
学
的

に

も
言
語
学
的

に
も
、
実

に
い
い
加
減
な

も

の

で

あ

る
。
明
治
百
年
記
念

で
出
版
さ
れ
た
年
鑑
類
を
多
少

漁

っ
て
み
た
だ
け

の
も

の
で
あ
る
。

『
七

つ
道
具
』
が
明
治
五
年
。
も
ち
ろ

ん
家
具
製

品

で
は
な

い
。
新
聞
紙

・
郵
便

・
瓦
斯
灯

・
蒸
汽
船

・
写
真
絵

・
博
覧
会

・
軽

気
球

の
七

つ
で
、
文
明
開

化

の
国
家
的
な
象
徴
で
あ

っ
た
。
翌
年

に
早

く

も

(
同
義
語

は
有

史
以
来
あ

っ
た
と
思
う
が
)
『
血
税
』

が
全
国

に

ハ
ヤ
リ

コ
ト
バ
と
し
て
流
れ

ひ

ろ

が

っ

た
。
地
租
法
が
改
正
さ
れ
た
年

で

あ

る
。
同

七

年

『
有
司
専

制
」

こ
れ

は
こ
の
十

二
月

に
入

っ
て
か
ら

朝
日
も
読
売
も

コ
ラ
ム
に
使

っ
て

い
る
。
中
国

で
し

き

り
に
使
わ
れ

て
い
る

お
流
れ
ら
し

い
。
同
十

三
年

の

『
紳
商
』
も
今
年
あ

た
り

は
出

て
来
そ
う
な

こ
と

ぽ
。

『
女
権
拡
張
』

は
同
十

五
年
。
同

十

八

年

の

『
馬
鹿
車
』

は
自
転
車

の
こ
と
だ

っ
た
が
、
自
動
車

の
意
味

で
復
活

さ
せ
る
と
面
白

い
。

『
フ

ハ
ッ
シ

ョ

ソ
』
は
現
在

の
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ソ
と
同

じ
発
音

で
、

こ

れ
が
明
治

十
九
年

に
大
流
行

だ
と

あ
る
。

『
イ

ソ
フ

ル
エ
ソ
ザ
』
初

出
は
同

二
十
三
年

、
議
会
制

と
と
も
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に
流
行
性
感
冒

も
外

国
か
ら
入

っ
て
来

た
。
日
清
戦

役

で

『
臥
薪
嘗
胆

』
を
事

あ
る
ご
と

に

聞

か

さ

れ

る
。
こ
ん
ど
は

『
石
油
戦
争

』
で
聞

か
さ
れ

る
か
。

日
露
戦
役
直
前

に

『
非
戦

』
が
庶
民

に
ま
で
よ
く

使

わ

れ

『
人
生

不
可
解

』
も
流
行

し
た
。

こ
の
語

で
幸

徳
秋
水
と
藤
村
操

を
す
ぐ
連
想

で
き

る
人

は
、
相
当

な
勉
強
家

か
停
年
退
職

の
ご
老
体

に
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
し
か
し
、
息

を
吹
返

し
そ
う
な
語
呂

の
い
い
言

葉

で
あ
る
。

『
軍
神
』

は
二
次
大
戦

の
所
産

で
は
な

い
。
非
軍
歌

『
戦
友

』
と

と
も
に
日
露
戦
役
が
生

ん

だ
当
時

の
流

行
語

。
戦
争
が
終

る
と

『
増
税

』

に
次

ぐ
増

税
で
、

言
葉

の
出
来

た

の
は
同

四
十
年

。
翌
年

『
浮
華
軽
佻

』
が
や
た
ら

に
活

字

に
な

っ
て
い
る
。

昨

今

は
ガ

ソ
リ

ン
欠
乏
を
お
し
て

マ
イ
カ
…
遠
出
を

す
る
連
中
、
ろ
く

に
貯
蓄
も
な

い
の
に
ダ
イ
ヤ
を
買

っ
て
イ
ソ
フ
レ
に
備
え

る
カ

ミ
さ

ん
た
ち
、
や
た
ら

デ
パ

ー
ト

へ
集

る
O

L
諸
嬢
、
ト
イ

レ
ペ
ー
。バ
ー
で

店
員
を
殴

っ
た
猛
婦
も
出

る
買
漁

り
、
し

き

り

に

『
軽
佻
浮
薄
』
と
語
を
改

め
て
使
わ
れ

る
。

大
正

に
入

っ
て
、
元
年

『
新

し
い
女
』

フ
リ

ー

.

セ

ッ
ク
ス
だ
け
を
主
張

す
る
気
配

の
あ

る
現
代
と

は

雰
囲
気
が
少

し
異

る
。
大
正

五
年

に
は
、
現
代

の
常

套
語

『
是

々
非

々
』
が
男
女

の
痴
話
喧
唾

に
ま
で
侵

入
し
て

い
た
。
『
人
道

主
義

』
も
こ

の
こ
ろ

の
産
。
同

七
年

に
は
現
代

の
狂

的
英
雄

『
過
激

派
』
が

す
で

に

登
場
Q
米
騒
動
な
ど

の
あ

っ
た
年

で
あ
る
。

翌
八
年

に
は
イ

ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
と
し

ゃ
れ

て
い
た

の
が

『
流

感
』
と
す

っ
か
り
日
本

に
な
じ
ん
で
、
風
邪
と
と
も

に

コ
ト
バ
も
流
行
。
同
九
年

に
は
、
私
個
人

の
好

み

な

の
だ
が

『
熔
鉱
炉

の
火

は
消
え
た
り
』
が
流
行
し

た
。
ガ

ス
欠

の
節
約
時
代
、
今
年

あ
た
り

『
…
…
消

え
た
り
。
ま

っ
す
ぐ
家

へ
帰
る
か
』
な
ど
と
夜
行
族

の
ぼ
や
く
年

に
な
ら
ね
ば

い
い
が
。
同
十
年

、
文
相

失
言

で

『
二
枚
舌
』

い
ま

は
ど
れ
も

こ
れ
も

二
枚
舌

だ

か
ら
、
流
行
語

に
な
ら
な

い
。

『赤

』
と
左
翼
人

ば

か
り
か
自
由
人
を
も
蔑
称
し
た

の
は
大
正
末
年
あ

た
り
か
ら

で
、
意
外

に
歴
史

は
浅

い
。

昭
和

に
入

る
と
、
現
在
も
生
き

て
い
る
流
行
語
が

ぐ

ん
と

ふ
え
て
来

る
。
大
流
行

し
た

コ
ト
バ
は
、
意

味

を
変
え
、

使
い
方
を
変
え

て
、
何

か
あ

る
と
流
行

し
始

め
て
い
る
。

『
銀
ブ

ラ
』

は
昭
和

五
年
、
同

じ

年

に

『
ル
ソ
ペ

ソ
』
失
業
保
険
法
が
雇
用
保
険
法

に

拡
大
改

正
さ
れ
て
失
業
時
代

に
備

え
始

め
て
い
る
が

超
完

全
雇

用
時
代

の
若

い
ひ
と

に

『
大
学

は
出

た
け

れ
ど
』
昭
和
五
年

ご
ろ
は
職

も
無

か

っ
た
な
ど
と
言

っ
て
も
、
意
味
が
通
ず

る
か
ど
う

か
さ
え
危
ぶ
ま
れ

る
。

失
業
者
が
出
始

め
る
と
、
と
た
ん

に
.パ
ニ

ッ
ク

に
陥
る

の
で
は
な

い
か
と
貧
乏
日
本
時
代
を
知
ら

ぬ

若
者
た

ち
が

恐

い
。

『
非
常
時
』

は
五

・
一
五
事
件

が
起

っ
て
政
党
政
治
も
議
会
制
も
形
骸
と
化

し
た
昭

和

七
年

の
流
行
。
特
高
が
大
強
化

さ
れ

て
、
恋
愛
小

説

を
読

る
で
い
て
さ
え

「
非
常
時

を
弁

ま
え
ん
バ
カ

者

ッ
」

と
怒
鳴
ら
れ

た
。
夫
婦

で
さ
え
手

を

つ
な

い

で
街
頭

を
歩
く
な

ど

『
ト

ソ
デ
モ
、

ハ
ッ
プ

ソ
』
反

軍

、
反
政
府

は
死

を
意
味

し
た
。
研
究
室

で
、
利
根

川
先
生
と
金
大
中
事
件

の
話

を
し
て
い
た
ら
、
先
生

が
唐
突

に
、
大
き
な
声

で

「
田
中
角
栄
が
下
ら

ん
政

治
家

で
あ

っ
た
と

し
て
も
で
す
よ
、
と

に
か
く

、
議

会
制

の
国
は
い
い
な

ア
、
民
主
主
義

は
い
、い
な

ア
、

何

で
も
言
え
る

っ
て

こ
と
は
、
実

に
い
い
な

ア
」
と

叫

ぶ
よ
う

に
言

っ
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
私

は
、
思

わ

ず
笑

っ
て

「
そ
う

で
す
ね
え
、

い
い
で
す
ね
え
」
と

応
じ
た
が
、

こ
の
実
感

、
戦
中
派
で
な
く
て

は
共
感

で
き
な

い
の
で

は
な

い
か
、
と
も
思

っ
て
、
ち

ょ

っ

と
悲
壮

に
な

っ
た
。
非
常

時

は
こ
の
後

十
年

た

っ
て

復
活
し
、

い
ま
ま
た
生
き
返

っ
て
来

た
。

い
や
な
流

行
語
、
恐

い
流
行
語

の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

戦
後

の
特
徴

は
、
意
味

の
な

い
、
外
国
語

に
飜
訳

し

よ
う

の
な

い
流
行
語
が
や
た
ら

に
出
た

こ
と
だ

ろ

う
が
、

こ
ん
な

の
は
永
く
生
き

て
い
な

い
。
生
き
永

ら
え

る
の
は
、
や

は
り
社
会
と
深
べ
因
縁
を
持

っ
た

言
葉

で
あ

る
。
そ

の
意
味

で
は
、

「
世

に
連
れ
」

る

の
は
歌

で
は
な
く

、
歌

詞
で
あ
り
、

コ
ト
バ
で
あ

る

と
言

っ
た
ほ
う
が
適

切
か
も
し
れ
な

い
。
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